
(57)【要約】

本発明は、ハウジング（３３）内にバネ搭載され、複数

のパイプ（２３）および、バーナー本体（３８）、任意

にはバーナーハンドル（２６）からなる溶接トーチ（１

０）に接続された結合手段（３４）を備えるロボットシ

ステムのための切断箱（２７）に関する。本発明の目的

は、前記ロボットシステムでいずれの特定の場所または

位置で使用可能であり、より迅速で容易な応答で特徴付

けられる自律的な切断箱（２７）を提供することである

。本発明によれば、ハウジング（３３）は２つの部品（

３０，３１）からなり、結合手段（３４）は、ハウジン

グ（３３）に一定の点で配置可能なように実現されてい

る。好ましくは、ハウジング（３３）は、バーナー本体

（２８）と複数のパイプ（２３）との間に配置される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） 内 に 弾 性 的 に 搭 載 さ れ 、 ホ ー ス パ ッ ク （ ２ ３ ） お よ び 、 ト ー チ 本 体
（ ２ ８ ） 、 任 意 に は ト ー チ ハ ン ド ル （ ２ ６ ） に よ っ て 形 成 さ れ る 溶 接 ト ー チ に 接 続 さ れ る
よ う に 設 計 さ れ た 結 合 手 段 （ ３ ４ ） を 含 み 、
　 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） は 、 ２ つ の 部 品 （ ３ ０ ， ３ １ ） か ら な り 、 結 合 手 段 （ ３ ４ ） は 、 ハ
ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） と 点 接 触 す る よ う に 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム
の た め の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） は 、 ト ー チ 本 体 （ ２ ８ ） と ホ ー ス パ ッ ク （ ２ ３ ） と の 間 に 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） は 、 ト ー チ 本 体 （ ２ ８ ） と 、 ホ ー ス パ ッ ク （ ２ ３ ） が 接 続 さ れ た ト
ー チ ハ ン ド ル （ ２ ９ ） と の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス イ ッ チ
オ フ 箱 。
【 請 求 項 ４ 】
　 結 合 手 段 （ ３ ４ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） に 対 し て 絶 縁 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 ５ 】
　 結 合 手 段 （ ３ ４ ） は 、 開 口 （ ３ ５ ） を 介 し て ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） か ら 突 出 し て お り 、 結
合 手 段 （ ３ ４ ） の 他 端 は 、 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） の 内 部 で 終 結 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 ６ 】
　 結 合 手 段 （ ３ ４ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） へ の 接 触 の た め の 支 持 面 （ ３ ９ ） を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 ７ 】
　 支 持 面 （ ３ ９ ） は 、 結 合 手 段 （ ３ ４ ） に 直 接 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 支 持 面 （ ３ ９ ） は 、 Ｌ 字 状 断 面 を 有 す る 外 部 リ ン グ （ ４ ０ ） に よ っ て 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） へ の 点 接 触 の た め に 、 複 数 の 突 起 （ ４ １ ） が 外 部 リ ン グ （ ４ ０ ） お
よ び 支 持 面 （ ３ ９ ） に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～ ８ の い ず れ か
に 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 結 合 手 段 （ ３ ４ ） の 固 定 は 、 外 部 リ ン グ （ ４ ０ ） お よ び 支 持 面 （ ３ ９ ） を そ れ ぞ れ 介 し
て 、 ネ ジ 接 続 （ ４ ２ ） に よ っ て 実 現 さ れ 、 ス プ リ ン グ 要 素 （ ４ ４ ） が 、 ネ ジ 頭 （ ４ ３ ） と
外 部 リ ン グ （ ４ ０ ） と 支 持 面 （ ３ ９ ） の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～
９ の い ず れ か に 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 接 触 要 素 ま た は ス イ ッ チ 要 素 が 、 突 起 （ ４ １ ） お よ び 支 持 面 （ ３ ９ ） に そ れ ぞ れ 接 続 さ
れ て お り 、 個 々 の 接 触 要 素 は 、 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） か ら の 単 一 の 突 起 （ ４ １ ） の 持 ち 上 げ
に よ っ て 活 性 化 ま た は 不 活 性 化 す る よ う に な り 、 信 号 は 、 接 触 要 素 ま た は ス イ ッ チ 要 素 か
ら 、 イ ン タ フ ェ ー ス 接 続 さ れ た 制 御 デ バ イ ス ま た は ロ ボ ッ ト シ ス テ ム へ 伝 送 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ の い ず れ か に 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 更 な る 開 口 （ ４ ５ ） が 、 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） の 開 口 （ ３
５ ） の 反 対 側 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の ス イ
ッ チ オ フ 箱 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 突 起 ま た は ネ ジ 山 （ ４ ６ ） が 、 ホ ー ス パ ッ ク （ ２ ３ ） の 外 部 ホ ー ス と の 接 続 の た め に 、
ハ ウ ジ ン グ （ ３ ３ ） の 一 方 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か
に 記 載 の ス イ ッ チ オ フ 箱 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 弾 性 的 に 搭 載 さ れ 、 ホ ー ス パ ッ ク (hose pack)お よ び 、 ト ー
チ 本 体 、 任 意 に は ト ー チ ハ ン ド ル に よ っ て 形 成 さ れ る 溶 接 ト ー チ に 接 続 さ れ る よ う に 設 計
さ れ た 結 合 手 段 を 含 む 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の た め の ス イ ッ チ オ フ 箱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 衝 突 保 護 検 出 手 段 あ る い は ス イ ッ チ オ フ 箱 は 、 先 行 技 術 か ら 知 ら れ て い る が 、 こ れ ら は
ロ ボ ッ ト 、 即 ち 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム に 直 接 設 置 さ れ て い る 。 構 成 部 品 は 、 ロ ボ ッ ト に 統 合 化
さ れ た ス イ ッ チ オ フ 箱 に 装 着 さ れ て い る 。 こ れ は 、 こ う し た 統 合 化 さ れ た ス イ ッ チ オ フ 箱
が 、 装 着 さ れ た 構 成 部 品 の 全 体 重 量 を 載 せ て 、 極 め て 剛 性 的 に 設 計 さ れ 、 よ っ て ス イ ッ チ
オ フ の 動 き に 悪 影 響 を 及 ぼ す と い う 不 具 合 を 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 公 報 ４ ５ ４ ０ ８ ６ ９ Ａ か ら 、 衝 突 保 護 手 段 を 備 え る 溶 接 ロ ボ ッ ト で 使 用 す る 溶
接 ト ー チ が 公 知 で あ り 、 こ れ は 、 ホ ー ス パ ッ ク お よ び 溶 接 ト ー チ に 接 続 さ れ る よ う に 設 計
さ れ 、 弾 性 的 に 搭 載 さ れ た 結 合 要 素 を 含 む 。 こ れ は 、 溶 接 ト ー チ の 半 径 方 向 の 運 動 を 可 能
に す る 比 較 的 複 雑 な 構 成 と い う 欠 点 を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 日 本 特 許 公 報 ７ － １ ７ ８ ５ ４ ６ Ａ は 、 同 様 に 、 衝 突 保 護 手 段 を 含 む 溶 接 ト ー チ を 開 示 し
て い る が 、 ホ ー ス パ ッ ク の 接 続 は 説 明 さ れ て い な い 。 も し ホ ー ス パ ッ ク が 結 合 手 段 に 固 定
さ れ れ ば 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 は 、 こ れ に 装 着 さ れ る 構 成 部 品 の と て も 大 き い 重 量 を 載 せ る 必
要 が あ り 、 ス イ ッ チ オ フ の 動 き に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 英 国 特 許 公 報 １ ２ ２ ４ １ ８ ０ Ａ は 、 ツ ー ル 、 例 え ば 溶 接 ト ー チ の 運 動 を 制 御 す る た め の
デ バ イ ス を 示 し て お り 、 ツ ー ル の 運 動 経 路 を 検 出 す る た め に フ ァ イ ン ダ が 搭 載 可 能 で あ る
。 フ ァ イ ン ダ が 接 続 さ れ た ロ ボ ッ ト ア ー ム に は 、 ツ ー ル と の フ ァ イ ン ダ の 衝 突 を 検 出 し て
、 ロ ボ ッ ト 制 御 の モ ー タ を 駆 動 す る た め の 要 素 が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ も 同 様 に 、 衝 突 検
出 手 段 が ロ ボ ッ ト ア ー ム に 設 置 さ れ て い る た め 、 ス イ ッ チ オ フ の 動 き は 悪 影 響 を 受 け る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の い ず れ の 場 所 や 位 置 に も 柔 軟 に 使 用 可 能
で あ る 、 独 立 し た ス イ ッ チ オ フ 箱 を 提 供 す る こ と に あ る 。 さ ら に 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 は 、 可
及 的 に シ ン プ ル に 構 成 さ れ 、 可 及 的 に 迅 速 で シ ン プ ル な 応 答 に よ っ て 特 徴 付 け ら れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 目 的 は 、 ハ ウ ジ ン グ が ２ つ の 部 分 を 備 え 、 結 合 手 段 が ハ ウ ジ ン グ に 点 接 触
す る よ う に 設 計 さ れ る こ と で 達 成 さ れ る 。 こ れ は 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 が 溶 接 ト ー チ の 中 、 即
ち 、 溶 接 ト ー チ の 個 々 の 構 成 部 品 間 で 直 接 に 配 列 可 能 で あ る と い う 利 点 を 提 供 す る 。 こ う
し て ス イ ッ チ オ フ 箱 は 、 軽 微 な 衝 突 を 容 易 に 検 出 で き る よ う に 、 危 険 に 曝 さ れ る 領 域 に で
き る 限 り 接 近 す る よ う に 位 置 決 め 可 能 に な る 。 さ ら に 、 ホ ー ス パ ッ ク お よ び ト ー チ ハ ン ド
ル が ス イ ッ チ オ フ 箱 と そ れ ぞ れ 接 続 可 能 で あ り 、 後 者 が 構 成 部 品 の 重 量 を 載 せ て 、 ス イ ッ
チ オ フ 箱 の 弾 性 的 に 搭 載 さ れ た 結 合 手 段 は 、 ト ー チ 本 体 の 重 量 に 適 合 す る よ う に 寸 法 設 定
す る だ け で い い と い う 利 点 が あ る 。 衝 突 の 発 生 時 に 、 こ う し た 衝 突 が 点 接 触 の 開 放 に よ っ
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て 直 ち に 検 出 さ れ る こ と に な る た め 、 ハ ウ ジ ン グ へ の 結 合 手 段 の 点 接 触 は 、 ス イ ッ チ オ フ
箱 の 素 早 い 応 答 動 き を 確 保 す る 。 そ し て 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 個 々 の 制 御 が 、 接 触 要 素 ま
た は ス イ ッ チ ン グ 要 素 の 適 切 な 配 列 に よ っ て 実 現 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 な る 好 都 合 な 構 成 は 、 従 属 ク レ ー ム ２ ～ １ ３ に 記 述 さ れ て い る 。 こ れ ら に よ る 利 点 は
、 詳 細 な 説 明 か ら 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 図 示 し た 添 付 図 面 を 用 い て よ り 詳 細 に
説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 例 え ば 、 Ｍ Ｉ Ｇ ／ Ｍ Ａ Ｇ 溶 接 、 Ｗ Ｉ Ｇ ／ Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 、 電 気 溶 接 方 法 、 ダ ブ ル ワ
イ ヤ ／ タ ン デ ム 溶 接 プ ロ セ ス 、 プ ラ ズ マ や ろ う 付 け 方 法 な ど 、 種 々 の プ ロ セ ス お よ び 方 法
の た め の 溶 接 デ バ イ ス １ ま た は 溶 接 装 置 を 示 す 。 当 然 な が ら 、 電 力 源 ま た は 溶 接 電 流 源 と
と も に 本 発 明 に よ る 解 決 法 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 溶 接 デ バ イ ス １ は 、 電 力 要 素 ３ 、 制 御 デ バ イ ス ４ 、 電 力 要 素 ３ お よ び 制 御 デ バ イ ス ４ と
と も に そ れ ぞ れ 組 み 込 ま れ た ス イ ッ チ 部 材 ５ を 含 む エ ネ ル ギ ー 源 ２ を 備 え る 。 ス イ ッ チ 部
材 ５ お よ び 制 御 デ バ イ ス ４ は 、 供 給 ラ イ ン ７ 中 に 、 ガ ス 貯 蔵 器 ９ と 溶 接 ト ー チ １ ０ や バ ー
ナ ー と の 間 に 配 置 さ れ 、 ガ ス ８ 、 特 に 、 例 え ば Ｃ Ｏ ２ 、 ヘ リ ウ ム 、 ア ル ゴ ン な ど の 保 護 ガ
ス の た め の 制 御 弁 ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 Ｍ Ｉ Ｇ ／ Ｍ Ａ Ｇ 溶 接 に 共 通 す る ワ イ ヤ 前 進 シ ス テ ム １ １ は 、 制 御 デ バ イ ス ４ を
介 し て 起 動 可 能 で あ り 、 フ ィ ラ ー 金 属 ま た は 溶 接 ワ イ ヤ １ ３ は 、 供 給 ラ イ ン １ ２ を 通 じ て
供 給 ド ラ ム １ ４ か ら ト ー チ １ ０ の 領 域 へ 供 給 さ れ る 。 当 然 な が ら 、 溶 接 デ バ イ ス １ は 、 図
１ に 示 す よ う に 付 属 品 ユ ニ ッ ト と し て 設 計 す る の と は 別 に 、 先 行 技 術 か ら 知 ら れ て い る よ
う に 、 ワ イ ヤ 前 進 シ ス テ ム １ １ 、 特 に 、 基 本 ハ ウ ジ ン グ 内 に 統 合 化 す る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ワ イ ヤ 前 進 シ ス テ ム １ １ は 、 溶 接 ワ イ ヤ １ ３ ま た は フ ィ ラ ー 金 属 を 溶 接 ト ー チ １ ０ の 外
部 に あ る 溶 接 箇 所 へ 供 給 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の 端 部 に は 、 Ｗ Ｉ Ｇ ／ Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 で 共
通 す る よ う に 、 非 溶 電 極 を 溶 接 ト ー チ １ ０ に 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 電 気 ア ー ク １ ５ を 確 立 す る の に 必 要 な 電 力 、 特 に 、 溶 接 ワ イ ヤ １ ３ と ワ ー ク 品 １ ６ と の
間 で 動 作 す る 電 気 ア ー ク は 、 エ ネ ル ギ ー 源 ２ の 電 力 要 素 ３ か ら 溶 接 ラ イ ン １ ７ を 経 由 し て
溶 接 ト ー チ １ ０ へ 供 給 さ れ る 。 溶 接 さ れ る ワ ー ク 品 １ ６ は 、 幾 つ か の 部 品 で 構 成 さ れ 、 同
様 に 、 溶 接 デ バ イ ス １ に 、 特 に 、 更 な る 溶 接 ラ イ ン １ ８ を 介 し て 電 力 源 ２ に 接 続 さ れ て お
り 、 こ れ に よ り プ ロ セ ス の た め の 電 力 回 路 が 、 電 気 ア ー ク １ ５ ま た は プ ラ ズ マ ジ ェ ッ ト を
確 立 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 溶 接 ト ー チ １ ０ の 冷 却 を 提 供 す る た め に 、 溶 接 ト ー チ １ ０ は 、 流 量 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ が
介 在 す る 冷 却 回 路 １ ９ を 介 し て 、 流 体 貯 蔵 器 、 特 に 、 水 貯 蔵 器 に 接 続 可 能 で あ り 、 こ れ に
よ り 冷 却 回 路 １ ９ 、 特 に 、 流 体 貯 蔵 器 ２ １ に 格 納 さ れ る 流 体 に 用 い ら れ る 流 体 ポ ン プ は 、
溶 接 ト ー チ １ ０ が 動 作 に 移 行 す る に つ れ て 、 始 動 す る 。 こ う し て 溶 接 ト ー チ １ ０ の 冷 却 を
実 施 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 溶 接 デ バ イ ス １ は 、 入 力 及 び ／ 又 は 出 力 デ バ イ ス ２ ２ を さ ら に 備 え 、 こ れ に よ り 、 溶 接
デ バ イ ス の 異 な る 動 作 パ ラ メ ー タ 、 動 作 モ ー ド ま た は 溶 接 プ ロ グ ラ ム は 、 調 整 し た り 、 及
び ／ 又 は 呼 び 出 し が 可 能 に な る 。 こ の よ う に し て 、 入 力 及 び ／ 又 は 出 力 デ バ イ ス ２ ２ に よ
っ て 調 整 さ れ た 溶 接 パ ラ メ ー タ 、 動 作 モ ー ド ま た は 溶 接 プ ロ グ ラ ム は 、 制 御 デ バ イ ス ４ へ
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送 信 さ れ 、 そ し て 、 溶 接 装 置 ま た は 溶 接 デ バ イ ス １ の 個 々 の 構 成 部 品 を 起 動 す る こ と に な
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 図 示 し た 例 示 的 実 施 形 態 に お け る 溶 接 ト ー チ １ ０ は 、 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ を 介 し
て 溶 接 デ バ イ ス １ ま た は 溶 接 装 置 に 接 続 さ れ る 。 溶 接 デ バ イ ス １ か ら 溶 接 ト ー チ １ ０ へ 導
く 個 々 の ラ イ ン は 、 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ の 内 部 に 配 置 さ れ る 。 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ は 、 結 合 デ
バ イ ス ２ ４ ま た は 中 央 接 続 部 を 介 し て 溶 接 ト ー チ １ ０ に 接 続 さ れ る 。 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ 内
の 個 々 の ラ イ ン は 、 接 続 ソ ケ ッ ト ま た は プ ラ グ イ ン 接 続 を 介 し て 、 溶 接 装 置 １ の 個 々 の 接
触 部 に 接 続 さ れ て い る 。 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ の 適 切 な 張 力 緩 和 を 確 保 す る た め に 、 ホ ー ス パ
ッ ク ２ ３ は 、 張 力 緩 和 手 段 ２ ５ を 介 し て 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ６ 、 特 に 、 溶 接 デ バ イ ス １ の 基 本
ハ ウ ジ ン グ に 接 続 さ れ る 。 結 合 デ バ イ ス ２ ４ は 、 当 然 な が ら 、 溶 接 デ バ イ ス １ で の 接 続 の
た め に も 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 基 本 的 に は 、 例 え ば 、 Ｗ Ｉ Ｇ デ バ イ ス 、 Ｍ Ｉ Ｇ ／ Ｍ Ａ Ｇ デ バ イ ス 、 ま た は プ ラ ズ マ デ バ
イ ス な ど 、 種 々 の 溶 接 方 法 ま た は 溶 接 装 置 １ の た め に 、 上 述 し た 全 て の 構 成 部 品 を 用 い る
必 要 が な い こ と に 留 意 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に お い て 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 、 特 に 、 溶 接 装 置 の た め の ス イ ッ チ オ フ 箱
２ ７ の 応 用 例 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ は 、 溶 接 ト ー チ １ ０ に 直 接 に
配 置 さ れ て お り 、 即 ち 、 図 ２ で は ト ー チ 本 体 ２ ８ と ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ と の 間 、 そ し て 、 図
３ で は ト ー チ 本 体 ２ ８ と ト ー チ ハ ン ド ル ２ ９ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 こ の ト ー チ ハ ン ド ル は
、 例 え ば 、 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ が 接 続 さ れ た 、 統 合 化 さ れ た ワ イ ヤ 供 給 を 含 む 。 統 合 化 さ れ
た ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ を 持 つ 溶 接 ト ー チ １ ０ は 、 固 定 手 段 ３ ０ に よ っ て ロ ボ ッ ト シ ス テ ム
（ 不 図 示 ） に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 溶 接 ト ー チ ２ ０ に 直 接 配 置 さ れ た ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ の 使 用 に よ り 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２
７ は よ り 少 な い 重 量 を 載 せ る と い う 利 点 を 提 供 し 、 こ れ に よ り 衝 突 時 の ス イ ッ チ オ フ の 動
き を 改 善 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 は 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に お い て 最 も
多 種 多 様 な 点 に 使 用 可 能 で あ る こ と か ら 、 独 立 し た ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ は 、 ス イ ッ チ オ フ
箱 ２ ７ の 配 置 に お い て 最 適 な 適 合 を 確 保 す る 。 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ は 、 溶 接 の 構 成 部 品 を
何 ら 接 続 せ ず に 、 例 え ば 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム と 溶 接 ト ー チ １ ０ の た め の 固 定 手 段 ３ ０ と の 間
で 用 い る よ う に し て 、 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ ～ 図 ７ は 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ の 詳 細 を 概 略 的 に 示 し 、 結 合 手 段 ３ ４ は 、 ２ つ の 部
品 ３ １ ， ３ ２ か ら な る ハ ウ ジ ン グ ３ ３ に 弾 性 的 に 搭 載 さ れ る 。 結 合 手 段 ３ ４ は 、 溶 接 ト ー
チ １ ０ 、 特 に 、 そ の 構 成 部 品 と ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ と の 接 続 の た め に 設 計 さ れ て お り 、 溶 接
技 術 か ら 商 業 的 に 利 用 可 能 な 中 央 接 続 部 ま た は 結 合 デ バ イ ス が 、 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ を 溶 接
ト ー チ １ ０ に 接 続 す る た め に 、 結 合 要 素 ３ ４ の 上 で 実 現 さ れ る 。 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ の 機
能 は 衝 突 検 出 を 行 う こ と で あ り 、 こ れ に よ り 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ は 、 コ ン パ ク ト な 構 造
ユ ニ ッ ト と し て 、 そ し て 使 用 現 場 の 機 能 と し て 適 切 に 位 置 決 め 可 能 な 独 立 し た 構 成 部 品 と
し て 、 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ は 、 結 合 手 段 ３ ４ が 、 ２ つ の 部 品 ３ １ ， ３ ２ か ら な る ハ ウ ジ ン グ ３
３ に 弾 性 的 に 搭 載 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 結 合 手 段 ３ ４ は 、 開 口 ３ ５ を 介 し て ハ ウ
ジ ン グ ３ ３ か ら 突 出 し て い る 。 一 方 、 結 合 手 段 ３ ４ の 他 端 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ の 内 部 で 終
結 し て も 構 わ な い 。 ト ー チ 本 体 ２ ８ は 、 結 合 手 段 ３ ４ の 突 出 端 部 に 固 定 し て も よ い 。 空 洞
３ ６ が ハ ウ ジ ン グ ３ ３ の 内 部 に 形 成 さ れ る 。 結 合 手 段 ３ ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ に 対 し て 絶
縁 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 電 気 エ ネ ル ギ ー 、 特 に 、 溶 接 電 流 が 結 合 手 段 ３
４ を 介 し て 伝 送 さ れ る の を 可 能 に す る 。 こ の た め 、 絶 縁 リ ン グ ３ ７ が 、 図 示 し た 例 示 的 実
施 形 態 に 配 置 さ れ て い る 。 チ ャ ネ ル ３ ８ を 結 合 手 段 ３ ４ の 内 部 に 配 置 し て も よ く 、 こ れ に
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よ り 、 供 給 さ れ る 媒 体 、 例 え ば 、 冷 却 液 、 保 護 ガ ス な ど を 、 結 合 手 段 ３ ４ の 一 方 か ら 他 方
へ 移 送 し て も よ く 、 溶 接 ト ー チ １ ０ の 機 能 を 保 護 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 結 合 手 段 ３
４ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ へ の 点 接 触 の た め の 支 持 面 ３ ９ を 備 え 、 図 示 し た 例 示 的 実 施 形 態 に
お け る 該 支 持 面 は 、 Ｌ 字 状 断 面 を 有 す る 外 部 リ ン グ ４ ０ に よ っ て 形 成 さ れ 、 絶 縁 リ ン グ ３
７ に 固 定 さ れ る 。 Ｌ 字 状 断 面 を 有 す る 前 記 外 部 リ ン グ ４ ０ は 、 周 辺 に 延 び る よ う に 、 あ る
い は 幾 つ か の 断 面 だ け を 含 む よ う に 、 設 計 し て も よ い 。 こ う し て 、 一 方 で は 、 結 合 手 段 ３
４ が ハ ウ ジ ン グ ３ ３ か ら の 滑 り 落 ち に 対 し て 安 全 に な り 、 他 方 で は 、 点 接 触 が ハ ウ ジ ン グ
３ ３ 内 に 設 け ら れ る よ う に な る 。 実 際 に は 、 結 合 手 段 ３ ４ は 、 衝 突 時 に ハ ウ ジ ン グ ３ ３ か
ら 点 で の 持 ち 上 げ が 可 能 と な る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ に 点 だ け で 接 触 す る こ と が 、 本 質
的 で あ る 。 外 部 リ ン グ ４ ０ は 、 当 然 な が ら 、 結 合 手 段 ３ ４ で 形 成 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ に 対 す る 点 で の 突 当 て や 接 触 を 確 保 す る た め に 、 突 起 ４ １ が 外 部 リ ン グ
４ ０ に 配 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ へ の 点 支 持 を 確 保 し て い る 。 支 持 面 ３ ９ と ハ ウ ジ ン グ ３
３ と の 間 の 点 接 触 を 設 け る た め に 、 突 起 ４ １ の 代 わ り に 、 例 え ば 球 な ど 、 別 の ス ペ ー サ 要
素 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 好 ま し い 手 法 で は 、 ３ つ ま た は ５ つ の 突 起 ４ １ が そ こ に
配 置 さ れ る 。 結 合 手 段 ３ ４ の 固 定 は 、 外 部 リ ン グ ４ ０ お よ び 支 持 面 ３ ９ を そ れ ぞ れ 介 し て
、 ネ ジ 接 続 ４ ２ に よ っ て 実 現 さ れ 、 ス プ リ ン グ 要 素 ４ ４ が 、 ネ ジ 頭 ４ ３ と 外 部 リ ン グ ４ ０
と 支 持 面 ３ ９ の 間 に 配 置 さ れ る 。 こ う し て 全 体 の 結 合 手 段 ３ ４ は 、 接 続 さ れ た 部 品 、 特 に
、 ト ー チ 本 体 ２ ８ と あ る 固 体 物 と の 衝 突 時 に 、 結 合 手 段 ３ ４ の 適 切 な 変 位 を 引 き 起 こ す よ
う に 、 弾 性 的 に 搭 載 さ れ る 。 こ れ を 検 出 す る た め に は 、 接 触 要 素 ま た は ス イ ッ チ 要 素 （ 不
図 示 ） が 突 起 ４ １ お よ び 支 持 面 ３ ９ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て お り 、 接 触 要 素 は 、 ハ ウ ジ ン グ
３ ３ か ら の 単 一 の 突 起 ４ １ の 持 ち 上 げ に よ っ て 活 性 化 ま た は 不 活 性 化 す る よ う に な り 、 信
号 は 、 接 触 要 素 ま た は ス イ ッ チ 要 素 か ら 、 イ ン タ フ ェ ー ス 接 続 さ れ た 制 御 デ バ イ ス ４ ま た
は ロ ボ ッ ト シ ス テ ム へ 伝 送 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 他 の 開 口 ４ ５ が 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ に お い て 、 結 合 手 段 ３ ４ が 出 現 し て い る 反 対
側 に 設 け ら れ 、 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ を 経 由 し て 供 給 さ れ る ラ イ ン が 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ 内 へ 結
合 手 段 ３ ４ に 導 か れ る よ う に な る 。 好 ま し い 手 法 で は 、 更 な る 突 起 ま た は ネ ジ 山 (thread)
４ ６ が 、 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ の 外 部 ホ ー ス を ハ ウ ジ ン グ ３ ３ に 接 続 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
こ の こ と は 、 ホ ー ス パ ッ ク ２ ３ の 重 量 が 、 結 合 手 段 ３ ４ に 直 接 に は 作 用 せ ず に 、 ス イ ッ チ
オ フ 箱 ２ ７ の ハ ウ ジ ン グ ３ ３ に 伝 わ る こ と を 確 実 に す る 。 結 合 手 段 ３ ４ の 搭 載 の た め の ス
プ リ ン グ 要 素 ４ ４ は 、 よ り 弱 く な る よ う に 設 計 さ れ 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ の 応 答 動 き を か
な り 増 強 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 原 理 的 に は 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ は 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ に 固 定 さ れ た ト ー チ 本 体 ２ ８
と 物 体 と の 衝 突 を 検 出 す る よ う に 機 能 す る 。 こ れ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ３ の 内 部 に あ る 結 合 手
段 ３ ４ の 変 位 ま た は 運 動 に よ っ て 行 わ れ 、 こ れ に よ り 突 起 ４ １ を 持 ち 上 げ て 、 信 号 が 配 給
さ れ る よ う に な る 。 こ う し て 所 定 の 変 位 、 特 に 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 ２ ７ の ハ ウ ジ ン グ ３ ３ 内
で の 点 支 持 の 持 ち 上 げ が 、 衝 突 発 生 時 に 確 実 に 行 わ れ る よ う に 、 結 合 手 段 ３ ４ は ハ ウ ジ ン
グ ３ ３ 内 に 搭 載 さ れ る 。 実 際 、 接 触 要 素 ま た は ス イ ッ チ 要 素 を 単 に 配 置 す る こ と に よ っ て
、 結 合 手 段 ３ ４ の 運 動 の 適 切 な 検 出 を 行 う こ と が 可 能 に な り 、 こ れ に よ り 実 質 的 に 構 造 の
簡 素 化 を 構 成 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 溶 接 装 置 ま た は 溶 接 デ バ イ ス の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ト ー チ 本 体 と ホ ー ス パ ッ ク の 間 で 、 溶 接 ト ー チ で の ス イ ッ チ オ フ 箱 の 配 置 に つ い
て の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ト ー チ 本 体 と ホ ー ス パ ッ ク の 間 で 、 溶 接 ト ー チ で の ス イ ッ チ オ フ 箱 の 配 置 に つ い
て の 他 の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 装 着 さ れ る 構 成 部 品 無 し の ス イ ッ チ オ フ 箱 の 正 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 ４ の Ｖ － Ｖ 線 に 沿 っ た 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 線 に 沿 っ た 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 、 ス イ ッ チ オ フ 箱 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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